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⾄ 富⼭市

⾄ 名古屋市

完成箇所

下呂市保井⼾地区で整備を進めている交通安全事業が
完成しました。急カーブ区間の道路改良と、正⾯衝突事
故の回避を⽬的とした中央分離帯を整備しました。
⼯事期間中においては、⻑期間の⼯事規制などにご理

解・ご協⼒を頂きありがとうございました。

整備前 整備後

至名古屋

至富山

至名古屋

至富山

至名古屋

至富山

整備前は速度超過⾞両による交通事故、防護柵への接触事故が２ヶ⽉に１件
のペースで発⽣していました 。完成後、約２ヶ⽉経過しますが、交通事故や
防護柵への接触事故は発⽣していません。
今後も⾼⼭国道管内において、事故低減を⽬指し交通安全事業を推進します。



第12回⽬は⾶騨⾼⼭旅館ホテル協同組合⼥性部の住部⻑にインタビューを⾏いました。

・⼈の流れの変化がめまぐるしい。
・外国⼈観光客の増加が話題になることの多い⾼⼭、
実際⼤きく変化しており、これまで冬や４⽉５⽉は
閑散期であったものが、春節やイースター等海外の
⻑期休暇によって、閑散期でなくなってきている。
これまでの常識「⽇本の休み」と異なる時期をター
ゲットにした取り組みが必要となっている。

・外国⼈観光客増加に向けた取り組みは、最近始めた
ものではなく、かなり前からの取り組みが今の結果
につながっている。今後、⽇本の⼈⼝が減っていく中で、これからも外国⼈観光客により多く
来て頂く事は必要であり、将来の結果につながる様に、今からリピーターを増やす等の取り組
みを⾏っていくことが重要である。

・また、⽇本⼈の旅⾏者への取り組みも重要。⼀定のお⾦と時間を使える団塊世代層への訴求だ
けではなく、若い世代への取り組みが必要であり、このことは直近の観光客の増加という視点
だけではない。最近のお客様の様⼦などを⾒ていると、今の若い世代は⼦供時代にあまり温泉
旅館に泊まる経験をせずに成⻑しているように感じている。この世代に今、旅⾏への興味を感
じてもらわなければ、将来家族を持つようになっても、旅館を使うような国内旅⾏に⽬が向か
ない可能性がある。将来、家族で国内旅⾏したいと思う⼈の⺟数、裾野を広げる観点からも、
若い世代への取り組みは重要と感じている。

・⾼⼭への来訪者を増やすと⾔う意味では、アクセス環境の変化による⼈の流れの変化も感じて
いる。安房峠トンネルにより関東⽅⾯のお客様が増え、東海北陸道により関⻄⽅⾯のお客様が、
新東名が出来て静岡⽅⾯、中部縦貫が⾼⼭ICまで出来たことで関⻄から更に先、岡⼭のお客様
がいらっしゃるようになる等道路の整備が進むにつれ、今まで来訪が難しかった⽅々にお越し
頂けるようになっている実感は強くもっている。今後も、このような道路ネットワークの充実
に期待している。

・更に、趣味趣向やトレンドについても、若い⼈たちをはじめとして⼤きく変わってきていると
感じている。「男性は⾞」「⼥性は運転が苦⼿で電⾞」等少し前のイメージから、⼥性でも⻑
距離ドライブでいらっしゃる⽅も増えているし、男性だけのグループが電⾞で「おいしいも
の」を⽬当てに来訪する等も⽬にするようになっている。到着後の⾏動や宿泊地での⾷事の有
無などお客様のニーズも、今まで旅⾏商品のようにステレオタイプではなく⾮常に多様である。

・このような多様で変化が激しい状況では、従来の旅⾏代理店等を介した取り組みだけではなく、
今では当たり前となっているネット環境を活⽤し、⽉単位でも宿泊・旅⾏商品を変更するよう
なスピード感と多様性への対応が必要となっている。

・この時代の変化、多様性に対応していくべきという意味では、道路サービスについても、平⽇
移動することが多いシニア層に向けた平⽇割引や安房峠トンネルの料⾦を観光と関連づけて柔
軟に変えていくなど、多様な価値観を持つ利⽤者に合わせたサービスの提供にも期待している。

組合HP ⇒  http://www.takayamaryokan.jp/

今年は“超⼤型”ゴールデンウィークとなりますが、その期間中の
５⽉１⽇に、新元号制定記念として「⾼⼭祭屋台の特別曳き揃え」
が実施されます。この機会に、曳き揃えの⾒物と併せて、宿泊しな
がら“⽇本⼀広い⾼⼭市”の市内観光をゆっくりと楽しんではいかが
でしょうか。





国道４１号沿いの下呂市南部の⾶騨川は「中⼭七⾥」と呼ばれる美しい⾃然と急峻な⼭々と奇
岩怪岩で形成された景勝地として知られ、⽇本⾵景街道「下呂湯めぐり街道」として指定されて
います。
当地域では下呂温泉観光協会・下呂地域⾃治会主催で、平成８年より観光シーズンの前に⾶騨

川・国道４１号の清掃活動を実施しており、今年も３⽉１７⽇（⽇）に⾏政や⺠間団体、⾦融機
関など２１団体から約４００⼈の市⺠・協⼒団体が協⼒し、清掃活動を実施しました。
⾼⼭国道事務所からも、６名がこの活動に参加しました。

風景街道「下呂湯めぐり街道」をきれいに

飛騨川・国道４１号クリーン大作戦

下呂温泉街の中⼼にある
しらさぎ緑地公園に集合
し出発式を開催。

その後、それぞれの分担
箇所に別れて清掃作業を
⾏いました。

国道沿いの⾮常駐⾞帯の
脇は特にゴミが多く、ペッ
トボトルや空き⽸だけでな
く、弁当のゴミやたばこの
吸い殻、他にはなんと洗⾯
器といったものまで、いろ
いろなゴミが捨てられてい
ました。
地元企業や住⺠が協⼒し

て短時間で多くのゴミの収
集ができました。

今後、当事務所としても
きれいな道路維持に努めて
いきたいと思います。

●出発式

主催者挨拶 集まった参加者

●清掃活動

道路脇の清掃作業

川岸の清掃作業

多くのゴミが集まりました･･･

こんな物まで･･･
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＜運転の際の注意点＞
○お車の場合

慌てずにワイパーでくもりをとり、エアコン（デフロスタ）や側面窓ガラスを
開けるなど外気との温度差を小さくすることで、くもりは徐々になくなります。

○自動二輪車の場合
トンネル進入時は安全な速度と余裕ある車間距離の確保をお願いします。
また、走行前に市販されている「くもり止め剤」をシールド部分に塗っておく
ことをお勧めします。

「冬のドライブなび中部」では各種の道路情報を発信中！！

降雪状況、路面状態、気象情報などお出かけ前にチェック!!

冬の飛騨路を安全・関心・快適なドライブを！！

ニーズに応じて各種情報を確認して下さい

①道路規制情報 ②地域別道路情報 ③ライブカメラ映像

・飛騨地域、美濃地域、１号鈴鹿峠、名阪国道、富士山周辺、御殿場周辺、長野県南部地域

④積雪・凍結情報 ⑤気象情報 ⑥冬装備の備え ⑦雪道の運転ﾃｸﾆｯｸ

※インターネットで「冬のドライブなび中部」で検索していただければご利用できます。

冬の飛騨路は、路面が滑りやすくなるなど悪条件が重なります。
通行時は、車間距離を十分とって慎重な運転を心がけて下さい。

雨の日や寒い日にトンネルを走行すると、急にフロントガラスやヘルメットの
シールド等が「くもる」場合があります。
これは、走行中に冷えたフロントガラスやヘルメットのシールド等が、トンネル

内の暖かい空気に触れることによって生じる結露と考えられます。




